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2022 年度渥美半島野生イノシシ生息調査結果（速報） 

 

１ 概要 

渥美半島の野生イノシシを根絶させるためには、科学的・客観的なデータに基づ

いた効果的な野生イノシシの捕獲を促進する必要があることから、2019年度から渥

美半島において、生息分布、推定個体数の算出等のため、自動撮影カメラ等を使用

した調査を実施している。 

 

２ 調査方法 

（１）自動撮影カメラ調査（静止画） 

 ・生息状況の指標である撮影頻度(ＲＡＩ※1)算出等のため、実施。 

・２ヶ月に１回以上の頻度で撮影データを回収し、月ごとの撮影頻度を算出して

いる。（８月、10 月、12 月、２月にデータ回収） 

（２）自動撮影カメラ調査（動画） 

 ・ＲＥＳＴモデル※2による生息密度推定のため、実施。 

 ・２ヶ月分の撮影データを元に生息密度を推定している。（９月、11 月、１月にデ

ータ回収） 

（３）フィールドサイン（痕跡）調査 

 ・広域スケールでの相対的な生息密度の違いを評価するため、実施。 

 ・９月、11 月、１月に実施。 

※1 撮影頻度（RAI）：撮影頭数（頭）/カメラ稼働日数（日）×100（日） 

ただし、30 分以内に同一カメラで確認された個体は同一個体とみなし、同一個体の連続

撮影や重複カウントは除いた。 

 ※2 REST モデル：動画撮影により一定エリア内の対象獣種滞在時間を計測し、生息密度を推

定する方法 

 

自動撮影カメラの設置イメージ 
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３ 調査結果（速報） 

（１）撮影頻度(ＲＡＩ) 

 自動撮影カメラ（静止画）により得られた撮影頻度について、山塊ごとでみた場

合、宇津江では近年、横ばい傾向にあるのに対し、大山山塊では、2020 年度に減少

した後、増加傾向にある（図２）。 

地域ごとにみた場合、大山西部で比較的高い傾向にある。（表１、図３～４）。 

  

 

図１ 自動撮影カメラ（静止画）の設置位置 

 

大山山塊 

宇津江山塊 
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表１ 2022 年度の稼働日数、撮影頭数、撮影頻度（RAI）

 

 

図２ 山塊ごとの撮影頻度の推移 

※2020 年度～2022 年度は 1 月末までのデータ 

2019 年度 2020 年度 2021 年度 2022 年度 2019 年度 2020 年度 2021 年度 2022 年度 
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図３ 11 月の撮影頻度の空間分布（上：2022 年度、下：2021 年度） 
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図４ 年間の撮影頻度の空間分布（上：2022 年度、下：2021 年度） 
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（２）生息密度の推定結果について 

 自動撮影カメラ（動画）で得られたデータを用いて、REST モデルにより推定した

生息密度について、大山南部（ユニット２、ユニット３）では 2021 年度と比べ 2022

年度は増加しているが、大山北部（ユニット１、ユニット４）については、減少し

ている（図５、表３）。 

フィールドサイン調査で得られた痕跡密度について、大山東部（ルート１、ルー

ト２）では 2021 年度と比べ 2022 年度は増加しているが、大山西部（ルート３、ル

ート４）については、減少している。また、表浜周辺（ルート 12）は他と比べ、痕

跡密度が高い傾向にある（図６、表４）。 

これらの結果から、推定した渥美半島の生息密度※は図７のとおり。 

※大山山塊以外の緑地帯の生息密度については、REST モデルで推定した大山山塊の生息密

度と痕跡密度との相関から算出しているため、過大評価しているおそれがある。 

 

図５ 自動撮影カメラ調査（動画）・フィールドサイン調査の調査範囲 
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図６ フィールドサイン調査の調査範囲 

 

表３ REST モデルによる生息密度の推定結果の推移 

 生息密度推定値（頭/km2） 

 2020 年 11 月 2021 年 11 月 2022 年 11 月 

ユニット１（大山北東部） 5.6 9.6 3.1 

ユニット２（大山南東部） 8.8 11.2 24.4 

ユニット３（大山南西部） 7.2 16.6 49.3 

ユニット４（大山北西部） 26.5 47.4 18.5 
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表４ フィールドサイン調査の結果の推移 

 痕跡密度（箇所/km） 

 2020 年 11 月 2021 年 11 月 2022 年 11 月 

ルート１（大山北東部） 4.6 1.3 4.9 

ルート２（大山南東部） 0.6 0.6 1.6 

ルート３（大山南西部） 1.0 3.0 2.4 

ルート４（大山北西部） 1.7 4.3 2.2 

ルート５（八王子周辺） 0.4 0.0 0.0 

ルート６（初立池周辺） 0.5 1.0 2.0 

ルート７（蔵王山北部） 0.4 0.4 0.4 

ルート８（宇津江山塊） 0.0 2.5 0.9 

ルート９（小塩津周辺） 0.4 0.0 0.8 

ルート 10（赤羽根周辺） - 3.3 1.7 

ルート 11（田原東部） - 3.7 1.7 

ルート 12（表浜周辺） - 6.7 6.7 

 

 

図７ 生息密度の推定値（2022 年度） 

 


